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(森岡 1985: 44 より引用) 
  



























セス」(村中 2014: 81)として仮説的モデルに示している。以下にその図式を引用する。 
  















両方になりうるものは「前後接」と呼ばれる。なお、外来語造語成分は「前接」の成分が 393 個中 271 個
(69.0%)と大部分を占める(以上、山下 2006: 107 を要約)。 






















































 調査には、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」(Balanced Corpus of Contemporary Written 
Japanese、以下 BCCWJ)および、その検索アプリケーションである「少納言」と「中納言」
を使用した。BCCWJ は国立国語研究所を中心に開発された現代日本語書き言葉の大規模













                                                        
8 卒業論文本体における「接続する成分の品詞」にかかわる調査結果(調査 2)は紙幅の都合上割愛する。 
9 BCCWJ における「語」の規定には「短単位」と「長単位」の 2 種類がある。例えば、「ヒンディー語」
という文字列は短単位では「ヒンディー｜語」と 2 単位に分割され、長単位では「ヒンディー語」と複合
語 1 単位に認定される。(以上、小椋・冨士池 2015 を要約)詳しくは小椋・冨士池(2015)を参照されたい。 
10 調査を行った接辞は以下のとおりである。内訳は接頭辞 18、接尾辞 8 の合計 26 個である。なお、この























中 40 件[43.5%])が外来語と結びつく数(38 件[41.3%])より多い」「和製語や混種語などと結









計 37 個)の 2 グループ15を形成して別に調査を行った。以下図 2 に結果を示す。 
  
                                                        
13 なお、図 1 中で横軸の各造語成分に付された数字は山下(2006)の『造語成分データベース』における「頻
度」(山下(2006)がデータベース作成に使用した資料 9 種のうち、何種類に「造語成分」または「接辞」と
して立項されていたかを示す数値)である。 
14 語種は「中納言」の分類に従い、【漢語】【和語】【外来語】の 3 種である。 
15 調査した造語成分は以下のとおり。まず、山下(2006)が示した 393 個の外来語造語成分から検索ヒット




行ったのは、グループ A から「後接」12 成分、グループ B から同様に 13 成分を除いた一覧である。成分
の詳細は図 2 の横軸を参照。左端から「◇グラス」までがグループ A、「◆ウイニング」から右端までが





































































































































                                                        


































































































































































































































































































れた合成語例の一部を以下表 1 にまとめる。 
 








については、「非省略形＋コン」である「Kinki Kids コン(1 例)」に対し「省略形＋コン」











1A. サ変動詞化などが可能である(例: オープン) / 1B. 外来語以外の語種と接続する例が多い(例: ミニ) 
1C. 合成語内部の関係が連体修飾関係だけでなく、連用修飾関係の例が可能である19 / 2A. 原語で複数の
別語であったものが、1 造語成分として同一表記になっている / 2B. 造語成分が省略語に由来する 





18 表中の造語成分はそれぞれ、「サラリーマン」「ドラマ」「コンピューター / コンプレックス(2 例) / コ
ンサート」に由来する省略語である。なお、造語成分「コン」については上述の他に「コントロール」「コ
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